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VELA MR850 用ディスポ呼吸回路 ( 吸気側のみ加温 ) の組立
①パーツの準備

以下のパーツを準備してください。

A. 成人用呼吸回路 RT105 （C/N 052 01 312）

B. チャンバ　MR290
　　（C/N 052 01 167）

C. 加温加湿器本体MR850
　　（C/N 052 01 800）

D. カップリングフィルタ

　　(C/N 022 01 003)

E. フローセンサ
　　(C/N 109 23 010)

F. 呼気弁ダイアフラム
　 (C/N 105 23 020)

G. 呼気弁ボディ 
(C/N 105 23 110)

H. エルボコネクタ
　　(C/N 105 21 042)

I  . ヒーターワイヤーアダプタ

　　(C/N 052 01 282)

J .  温度／フロープローブ
　　(C/N 052 01 234)
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②呼気弁／フローセンサ及び
　カップリングフィルタの取り付け 

１. 呼気弁ダイアフラムに破損や劣化が無いこ

とを確認し、中央の突起部を外向きにして
VELA 本体の開口部に呼気弁ダイアフラム
取り付けてください。

注） 何らかの損傷が見られる場合は、 交換
してください。

３.呼気弁ボディのきりかき部分を VELA 本

体の開口部に合わせ、時計回りにカチッ
と音がするまで、回転させてください。

上向きに

２.呼気弁ダイアフラムの縁をゆっくり押し

て、均等にはめます。呼気弁ダイアフラ
ム中央の突起部が外向きになっているこ
とを確認してください。

注） 呼気弁ダイアフラムが均等にはまってい
なかったり、 突起部が外向きになってい
ない場合、 正常に換気されませんので
注意してください。

４.フローセンサが固定されるまで、呼気弁

ボディにゆっくりと押し込んでください。

注） 水が入ると誤作動の可能性があるので、
必ずチューブ （圧力測定ポート） が上
向きになるように注意してください。

　 突起部
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５.ピンの方向を合わせて、フローセンサの

コネクタを VELA 本体のコンセントにし
っかりと差し込み、ロック用側板で固定
してください。

カップリング

８.白いカップリングをエルボコネクタにしっ

かりと挿入してください。

フローセンサ 　呼気弁ボディ  吸気ガス出口

６.呼気弁ボディとフローセンサが正しく

取り付けられていることを確認してく
ださい。

　　フィルタ

９.白いカップリングにフィルタをしっかり

と挿入してください。フィルタの横につ
いている矢印が下向き ( ガスの流れる方
向に一致 ) になっていることを確認して
ください。

エルボコネクタ

７.吸気ガス出口に、エルボコネクタをしっ

かりと取り付けてください。

矢印は下向きに

固定

ロック用側板
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③加温加湿器用チャンバのセットと
　蛇管の接続

ヒータープレート

１. チャンバ MR290 を準備し、写真のよう

に青いキャップを矢印の方向に引き抜いてく

ださい。

３. 加温加湿器 MR850 のヒータープレート

に傷がないことを確認してください。

給水セットのスパイク
（キャップ付き）

フィンガーガード

２. チャンバ MR290 から給水セットをはずしてく

ださい。

注） 給水セットのスパイク （キャップ付き） は、
患者さんへの使用時に滅菌蒸留水バッ
グに差し込みますので、 汚れや破損の
ないように注意してください。

４. フィンガーガードを押し下げてください。
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スリット

←患者さんへ

５. チャンバ MR290 をスリットに挿入してくださ

い。

８. チャンバ MR290 の残りの接続口に、長い

青色の蛇管 (2 ページ　吸気側 A-b) をしっ
かりと挿入してください。

呼気弁ボディ

６. フィンガーガードから手を離し、 フィンガー

ガードが持ち上がり、チャンバ MR290 がしっ
かりと固定されることを確認してください。

９. 白色の（ウォータートラップがある）蛇管

（2 ページ　呼気側 A-c）を本体下面の中央
にある呼気弁ボディに接続してください。

フィルタ

チャンバ MR290

呼気側蛇管

10. 白い蛇管 （呼気側） がしっかりと接続されて

いることを確認してください。

７. チャンバ MR290 とフィルタを呼吸回路セッ

トに含まれる短い青色の蛇管 (2 ページ　
A-a) で接続してください。
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④ヒーターワイヤーアダプタと
　温度／フロープローブの取り付け

●ヒーターワイヤーアダプタシングルの取り付け

ヒーターワイヤー

アダプタ用ソケット

呼気側蛇管根元のソケット

１. 加温加湿器 MR850 の右側面にある 2 つの

ソケットの上側にヒーターワイヤーアダプタシ
ングルを挿入してください。

３. ヒーターワイヤーアダプタシングルの向きを

吸気側蛇管根元のソケットの向きに合わせて
挿入してください。

 	

MR850 本体を背面か
ら見たとき、矢印はこ
の向きに

２. ヒーターワイヤーアダプタシングルの横に見

える←→が写真の向きになるよう合わせて、
ヒーターワイヤーアダプタシングルを加温加
湿器 MR850 に挿入してください。
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●温度／フロープローブの取り付け

温度／フロープローブ用ソケット

１. 加温加湿器 MR850 右側面にあるソケット下

側に温度／フロープローブを挿入してください。

５. 次に、温度／フロープローブを吸気側蛇

管の先端に挿入します。

   

６. 吸気側蛇管の青色の温度／フロープローブ

用キャップを外してください。

注） 白のキャップは圧測定ポート用です。 今回は外さ
ないでください。

２. 吸気側蛇管の根元にあるチャンバプローブ

ポートのキャップを外してください。

B

A

キャップ

３. チャンバプローブポート(A) の溝に温度／

フロープローブの突起 (B) を合わせて挿入
してください。

７. 写真のとおり温度／フロープローブをし

っかりと挿入してください。

４. 写真のとおり温度／フロープローブをチャンバ

プロープポートにしっかりと挿入してください。

キャップをはずす

圧測定用ポート

吸気側蛇管（先端）A-d

チャンバプローブポート
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温度/フロープローブ
ディスポ回路 MR850
052 01 234

ヒータワイヤ
アダプタシングル

（RTシリーズ用）850
052 01 282

加温加湿器本体
F&P850
052 01 800

ダブルシーベル・
カテーテルマウント10cm

（ダール）25個
035 20 050

ダブルシーベル・
カテーテルマウント15cm

（ダール）25個
035 20 060

ＩＭＩテストバッグ
R5（15㎜）
035 09 042

エルボコネクタ
22㎜オス/22㎜メス
(P/N04709)
105 21 042

呼気弁ボディ
8400・VELA
105 23 110ホースクリップ

（蛇管にセットされています）

カップリング
フィルタ

［CV・B-2・3］ 
022 01 003

チャンバ
10個 MR290
052 01 167

エルボコネクタ［ディスポ］

注：再使用型であるエルボコネクタ22mm
オス/22mmメス（P/N04709）［105 21 042］
を使用するときには、このアダプタ
は使いません

注:必要に応じて、別途取
り付けてください。

注:必要に応じて、別途取
り付けてください。

注:必要に応じて、別途取
り付けてください。

フローセンサ
（TYPE-D）VELA
109 23 010

呼気弁ダイアフラム
1個 （TYPE-D）VELA
109 23 020

⑤全体の確認

全体が正しく接続されていること、接続部分に
緩みや漏れのないことを確かめてください。
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⑥以上で、 回路の組立は終了です。

患者さんに使用する前の準備

スパイク

キャップ

エアーポートキャップ

１. 工程③（5 ページ）でチャンバ MR290
から外した給水セットのスパイク（キャ
ップ付き）のキャップを外してください。

３. エアーポートキャップを開け、チャンバ

MR290 に注水してください。

適正水位

２. 給水セットのスパイクを滅菌蒸留水バッ

グに刺してください。

４. 適正水位以下で水の注水が止まったこと

を確認してください。
VELA と加温加湿器 MR850 に電源とガ
ス源を接続し、電源を入れウォームアッ
プしてください。




